
1.はじめに

名古屋造形大学(4年生、大学院1年
生)は二度にわたり金華町古民家の
改修を行った。それぞれリサーチを
もとに古民家の改修案を提案した。
2024年は単独で検討・修繕を行い、
2025年は香港大学及び設計事務所
とともに改修案を検討し解体・施工
に主体的に関わった。

3.経緯

施主である花子さんは探求教育学童
施設を経営しており、元々祖母の家だ
った古民家を教育関係のインターン生
の宿として利用するために改修をする
検討を始めた。2024年に名古屋造形
大のチームと10万円で取り組み、
2025年に香港大学らも資金補助を得
ており全体的にリノベーションした。

2.敷地

岐阜県岐阜市金華町
に古民家は建つ。
近くに小学校と中学
校があり通学路と接し
ている。また、交通量
の多い道路とも面して
おり多くの人とすれ違
う敷地である。

5.限られた予算を効果的に配分すべく

①風呂周りの改修
②物を収納する場所
➂腐食した壁や天井の改修
④床のたわみの修復
⑤剥がれた屋根の改修

といった必要な個所の改善(修繕)が同時に空
間の質を豊かにする(再生)方法を見出し、断
片の集積によって全体を作った。

4.古民家の現状

古民家は、物置やスタッフの一時滞
在場所として使われていたため物が
あふれかえっていた。また、築約7０年
である古民家は、雨漏れによる腐食
や床のたわみが目立っていた。
隣に通る道路がなかったころは、隣
地に住戸が建っていたことが考えら
れ東側の採光が取れず室内が暗い
状態であった。

6.香港大学との連携

2025年に行った金華町古民家の改修は、
名古屋造形大学、香港大学、伊藤維設計
事務所の共同で行われた。

香港大学からは2025年3月のリサーチで
12名、6月～7月の施工に22名が来日して
現地作業を行った。名古屋造形大学のチ
ームとは、4月からリモート会議やメールで
やりとりをし、ともに設計を進めた。香港の
職人街で加工された鋼板をスーツケース
に入れ運び、樋や棚板、造作に使われてい
る。

2024年4月～11月・2025年3月～7月
金華町古民家の修繕・再生計画

室内建具を転用した外部建具の施工

道路側外観。閉じていた壁を開き、地域に開く半公共的な家にする計画

もともと白く塗られていた内装に、無塗装のエレメントが挿入されている 押入だったスペースの奥を採光面としてワークデスクのようにした。

産廃を撤去した奥の外部を空間的にする建具の新設 耐震補強に必要な部分、雨漏りの部分の天井、壁を一部撤去して水回りを再生

1F　シャワー室＆脱衣所。不朽していた壁天井を撤去し、錆びた屋根をポリカに
　　 交換し明るく開放的にした。

ウッドデッキでキッチン窓をコーヒースタンドのように地域に開く縁側。新規の基礎とコボットで耐震補強している 2F　耐震補強に必要な部品のみ天井を撤去2F　0.5畳の違棚と部分徹した天井・造作ベンチ 2F　窓台や照明カバーに香港からの鉄板を使用



以前の改修によりむき
出しのほぞ穴とボルト

昔の間取りを感じ取る。
設備穴から光が
漏れている様子

二畳半の廊下

古い洗面台が置かれ暗
く照明に頼っている。

雨漏れにより壁・天井
が腐食していた。

風呂場に建具や雨戸が置かれ
雨漏れによる天井の腐食が見
られた。

窓の外には仮説の屋根がある
ため光が遮られ暗い状況だっ
た。

旧押入

古民家の一階には机が
ないため台として使わ
れていた。

壁に雨漏れによるシミ
が見られた。

柱や梁にほぞ穴があり
長押があったことがわ
かる。

旧階段が架かっていた
穴があり古民家には過
去の形跡が多く見られ
た。

剝がれた屋根の改修 腐食した壁の改修 外壁ポリ化 ほぞ穴を利用した棚

剥がれた屋根をポリカーボネ
ット波板に変えることで、暗か
った浴室に自然光を取り入れ
た。

浴室の壁が取り払われ廊下に自
然光が入るようになった。暗く窮
屈であった裏口に解放感が生ま
れた。柱の破損も見られたため、
添え柱を取り付けた。

外壁を波板ポリカーボネットに変えることで、視
線を鈍らせつつも淡い光を室内に取り込んでい
る。本来押入であった空間が机の機能を果たし
ている。

以前の改修により古民家には多くのほ
ぞ穴やむき出しの建材があった。
棚をかけることで空間をわけ使い方の
選択肢を増やしている。

祖母の家 2024年 2025年

白く塗られた天井・壁(趣味写真の人)

階段を作りたい人 金華町1/30模型写真 3月　香港大学リサーチ 改修案検討4月　名古屋造形大学
　　　　　　リサーチ

解体作業4月　敷地写真

名古屋造形大学+大工さん

2024年4月～11月

「小さな変化で空間に影響を与える設計」
１．限られた資金
　予算10万円の中プロジェクトを行った。
　図面、パース、模型の異なる視点から古民家の　リサーチ
　を表現し、古民家への理解を深めた。

2.施工期間
　一日目に掃除、解体を行い二日目に大工さんを伴い施工
　を行った。屋根の垂木や火打ち梁の交換、柱の取り付けな
　ど精密さの求められる工程を大工さんが行い、波板ポリカ
　ーボネットの打ち込みや家具製作庭の整備を学生が行っ
　た。

2025年3月～7月

「ポテンシャルを引き出す設計」
１．古民家を活かしたい
古民家には築約70年超えであるからこそ(馴染み
のない日本の古民家・過去の改修含め)の魅力が
あった→ポテンシャルマップを製作し、古民家への
理解を深める→「修繕を行いつつ空間を活かす設
計」

2.施工期間
解体　　　　6月3日～6月22日　　20日間　
現場打合せ　6月23日　　　　　　
施工(学生)　　　　6月24日～7月3日　　10日間

経年劣化により、錆びて剥がれ
た屋根 ( ガルバリウム鋼板）

仮説の屋根。タイヤや畳、建具
といった使わない材の物置に
なっていた。

一時滞在時には寝室に
なっている部屋

収納しきれなかった物
が広がっていた。

複数の利用者を想定し
空間を分割するべきで
はないか。

天井に雨漏れの跡
が見られる

天井裏には光が漏
れ垂木にシミを確
認

樋の破損によって外壁と柱
が腐食していた。

2024 年から改修案が検討さ
れており、壁を取り外すこ
とで地域に開くことができ
るのではないか。

二階の広縁

魅力のある空間であり活かし
たいと感じさせた。

床がたわむ。奥の空間が使い
づらい。

下屋に雨漏れの跡確認

屋根と壁の処理の不備と
考えられる。( コーキン
グされていた )

ポリカーボネットに変え
ることで自然光を取り込
む？

裏口の窓が割れ、鍵も壊
れていた。

仮説の屋根下には物があ
ふれており、道が一人分
の幅しかなかった。

便所が薄暗く、小便器が
必要ないかもしれない。

空気がこもりやすく喚起
したい。

タイルを活かしたい。

床と壁に隙間があり幅木がほ
しい。

階段側に手すりが必要かも。

脱衣所の床がたわんで
しまう。

脱衣空間が狭く、洗濯
機を置く場所の検討を
行った。

ヒノキ風呂やタイルか
らこだわりを感じる。

材の腐食が見られ、足
場が安定していなかっ
た。

人・車通りの多い道に
庭が面しており、住人
にとって庭が使いづら
い空間になっている。

物が置かれた台所

窓を開けると外がよく
見える。

収納が必要。

階段の天井に続き天井
に雨漏れの跡があっ
た。

屋根は確認できていな
い。
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香港大学リサーチ

リサーチを通して各々が興味を持った空間を断面図、パ
ース、アクソメを製作し、影の表現や空間の色分けを行
い古民家への理解を深めた。

古民家の写真を「直したい・活か
したい・転用」に分類し要素を抽
出した。

香港大学との施工に向けて事前に解体・工務店工事を行
った。

ポテンシャルマップ 解体作業

1day　リサーチ・ドローイング

2day　ドローイング

4 年　青山明将　今村温斗　梅村隼矢

M1　  笠原智哉　LIU PENGFEI
　　　 LI ZIHAN　XU YUE

伊藤維事務所　インターン
　　　 Marwan Abansir

3day　施主を交えたリサーチの発表

雨漏れによる天井の腐食
が見られる。

扱いづらい 2.5 畳の空間

洗面台交換したい。

青：以前の改修
赤：改修
緑：検討案

青：以前の改修
赤：課題
緑：解体

大工さん・施工・掃除　　二日目

整理・解体・買い出し　　一日目

ストック材で造作

大工作業

腐朽壁の解体
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中空ポリカーボネット

香港大学　鋼板

アルミLアングル 30×30　

10
0

16

38

25
0

コンクリートビス

デッキウッド

アルミチャンネル 7MM

アルミ角パイプ10MM

中空ポリカーボネット

香港大学　鋼板
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坪庭外部建具　詳細図　1/10
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外部建具　鋼板図面　1/100

耐震について
設計事務所のほうで新築同等となるレベル
の補強設計をし、名古屋造形大学チームは、
各々が担う設計との関係性を検討した。現場
では解体作業から施工に参加し基礎出せと
建て方の立ち合いに関わった。

転用
設計には主にストック材を用いた。古民家、
大学、事務所の材をかけ合わせモノづくりを
することが、このプロジェクトと酷似している。

7月 8月 インターン生の宿
金華町1/20模型写真 現場打合せ 内覧会施工(塗装) ワックスがけ 3Dパース

名古屋造形大学+香港大学+ito office
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ウッドデッキ　立面図　1/50

1. 坪庭建具

2. ウッドデッキ＆スタンド

3. 外に開く縁側

4. 洗面台 5.　0.5 畳の違い棚 6. 広縁

仮設屋根を解体し、物の整理を行った。雨にさ
らされ腐食した畳や建具は廃棄し、一部使えそ
うな建具を残している。
壊れて鍵のかからない裏口に外部建具を取り付
け防犯性を高めている。

名古屋造形大学の設
備を使い木材を曲線
に切り出した。

曲げ加工された鋼板
を棚の構造に用いて
いる。

筋交いはあらかじめ
工務店さんが取り付
けていたもの。

床の隙間を起点
に、階段の改修
によってできた
0.5 畳の空間を整
えた。

縁側で取り外し
た柱材を転用し
ている。

たわんでいた
床の張替えと
耐力壁設置に
よる解体に伴
いデッキを設
けた。斜めに
加工すること
でアクセスし
やすくなって
いる。

壊れていた樋を新たに鋼板で作り、
腐食していた床、柱を取り外し縁側
を設けた。板材には名古屋造形大学
にあった足場板のストックを土台に
は事務所のストック材を用いている。

台所の出窓から外との
つながりを感じたこと
で案の検討が始まった。

外部との窓口を作るこ
とで地域と関わるきっ
かけとなる。

香港職人街から運ばれた鋼板で
名古屋造形大学のストック材で
ある中空ポリカを挟んでいる。

GSEducationalVersion

木製デッキ  WOODEN DECK

耐力壁

4 年　入山瑚太郎

M1　 青山明将　JIAO BO

M2　  笠原智哉

留学生　negin sanatii

構造設計者による解説 ２階　耐力壁

ウッドデッキ　平面図　1/50 洗面台　立面図　1/50
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WOODEN SHELF 木製棚 

3x     30x60x420

WOODEN DECK 木製デッキ  

Gas Tank
ガスボンベ

Sandbed
工事現場の砂床

Steppingstone
沓脱ぎ石
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+1,65

+0.25

青：以前の改修
赤：改修

香港の職人街の鋼板を使うにあ
たり鋼板の図面を各々製作した。

香港大学との会議時に加工の可
否や検討案についての話し合い
が行われた。

古民家のストック材と事務所のストック材を用いている。
基礎は購入したものを用いている。１段目・２段目の基礎
２は古民家にあった石を転用している。

駄菓子屋
子どもや親子が訪れ交流する。

建具で軽く仕切られることで
ベンチが憩いの場となる

半公共的な室内が見えることで中
の活動が周囲に認識されていく

カーテンを取り付けることで個室
を作る

一階に続き半公共的なミーティン
グスペースになる。


